
令和７年度札幌市立新川中学校 
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    １ 日 時    令和８年２月３日（火） １５：００～１６：００ 

                                                                                       

        ２ 会 場    札幌市立新川中学校  ３階体育館  

                                                                                     

        ３ 内 容     ≪司会≫ 小路教頭 

 

                           

              ① 学校長挨拶                                   

                            ② 学校の概要、入学までの日程、学習、行事など（教務部）       

                  ③ 生活について（生徒支援部）  

              ④ 部活動について（文化体育振興会） 

              ⑤ 中学校生活における健康に関するお知らせ（保健室）  

              ⑥ PTA活動について 

              ⑦ 質疑・応答 

                                                 札幌市立新川中学校 

                                                          札幌市北区新川４条３丁目 

                                                               ☎ 011-762-7991 
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【１】新川中学校教育のねがい 

 

 

＝教育目標＝ 

（１）真理を愛し創造的な思考力をもつ人間（考える人間） 

（２）自発的な意欲をもって学ぶ心の人間（意欲ある人間） 

（３）広い心で積極的に協力する人間（協力する人間） 

（４）個性の開発につとめ豊かな情操をのばす人間（美しさを求める人間） 

―具現化するための資質としてー 

 生徒一人一人に「価値判断と行動選択の力」を培う 

 （より高い価値を志向し、あらゆる事態に適切に対応できる力） 

 

 

『自ら考え、よりよい社会を創造できる新川の子』 

〇自ら進んで勉強する子ども、学び続ける生徒 

〇心身ともに健やかな子ども、自ら鍛え心身ともにたくましい生徒 

〇最後までやり抜く子ども、責任感と実行力のある生徒 

〇思いやりのある子ども、命を大切にする生徒 

 

【２】校章・校歌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見上げる心をもった人間をめざして 

新川中学校区の目ざす子ども像 
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【３】教科と年間（週）時数（令和８年度１年生） 

 国
語 

社
会 

数
学 

理
科 

音
楽 

美
術 

保
健
・
体
育 

技
術
・
家
庭 

英
語 

道
徳 

学
活 

総
合
的
な
学
習 

の
時
間 

時数 
140 

(4) 

105 

(3) 

140 

(4) 

105 

(3) 

45 

(1) 

45 

(1) 

105 

(3) 

70 

(2) 

140 

(4) 

35 

(1) 

35 

(1) 

50 

(1) 

     ＊下段の（ ）内の数字は１週間の中で実施される授業の時数の目安です。 

     ＊音楽・美術・総合的な学習の時間は、時期によって、週当たりの時数が変わります。 

 

【４】新入学受付について（生徒のみ登校 ３階体育館で行います。） 

  １．日時 令和８年４月１日（水） 

         １３：００～１３：１５ 小学校ごとに着席 

         １３：１５～１４：００ 入学式当日の諸連絡等 

  ２．持ち物  ＊受付時の服装については特に指定はありません。 

    ●入学通知書（教育委員会からのハガキ、またはそれに代わるもの） 

※あらかじめ入学通知書に保護者の方の電話番号をご記入ください。入学通知書を忘れた場合

は、受付終了後に取りに戻っていただくことになります。紛失や忘れることがないよう、お願

いします。 

    ●上靴（本校指定の上靴 ※購入が間に合わなかったら他の上靴も可） 

    ●靴袋（ビニール袋等）  ●筆記用具、メモ用紙 

  ３．手続きの手順 

    ①校舎に向かって左側の西玄関で上靴に履き替えます。 

    ②３階体育館に行き、係の先生の指示に従って、出身小学校や学級ごとに指定されている席に座

ります。 

    ③指示に従い、担当の先生に「入学通知書」を渡して受付をします。 

    ④配付プリントの確認をし、入学式のことなどについて説明を受けます。 

    ＊必要な際に中学校から連絡を入れるために「入学通知書」にご家庭の電話番号（保護者

の携帯電話番号も可）をあらかじめご自宅でご記入ください。 

 

【５】入学式について 

    日時 令和８年４月９日（木） 

         ９：２０～ ９：４０ 新入生登校 

        １０：００～１０：１５ 保護者来校 

        １０：３０～１１：２０ 入学式 

        １１：３０～１２：１０ 学活（教科書配付等） 

１２：１０～      下校 

        ＊時程については現段階での予定となります。 

      ＊詳細や変更については、４月１日（水）の新入学受付でお子様に配付するプリントで 

お知らせします。 
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【６】中学校生活に必要な持ち物等について 

＜中学校に持ってくるもの＞ 

・教科書 ・ノート ・筆記用具 ・給食用ランチマット ・エプロン、三角巾（給食当番時） 

・指定ジャージ類（体育の授業、行事、部活動などで使用） ・部活動の道具類（部活動に入部した生

徒のみ）＊令和７年度は体育の授業がある日は指定ジャージを着用しての登校としていました。 

＊教科書類の中には、学校に置いておくことができるものがあります。入学後に説明します。 

＊カバン類は指定のものはありません。リュックを使用している生徒が多いです。 

＊ノートについては最初の授業で説明しますので、それまでは購入しなくてよいです。 

（教科によってはノートではなく、ファイルを利用しています。） 

 

【７】１年間の主な経費 

（以下は令和７年度の金額です。令和８年度の金額や徴収回数は後日お知らせいたします。） 

●学校諸費（学年費・実習費・生徒会費・PTA会費・文化体育振興会後援会費） 

  年間 16,000円程度 （５月、７月、９月、11月に引き落とし） 

 ＊給食費（昨年度は一月５，２５０円）については、札幌市への直接のお支払いとなります。ご不 

明な点は札幌市教育委員会へお問い合わせください。 

●補助教材（ワークブック類） （４月） ８，０００円程度  

●デザインセット       （４月） １，８００円程度 

●校外学習（札幌市内自主研修）（（５月） 交通費・昼食代（班によっては体験費等）３，５００円程度 

●柔道着          （１０月） 柔道着４，０００円程度  袋５００円程度 

＊（  ）内は徴収月 

   ＊本校では男女とも柔道の学習を行っております。なお、スキー学習は特別支援学級を除き行って

おりません。 

  留意点 

  ①「デザインセット」や「柔道着」については、卒業したご家族のものを使うこともできます。 

  ②書道セットや音楽のリコーダー、裁縫セットは、小学校で使用した物をそのまま引き続き使用する

予定ですので、小学校卒業の際に処分しないようご注意ください。 

  ③別紙「自動払込利用申込書（２枚組）」は３月３日（火）までに、最寄の郵便局へお持ちく

ださい。（窓口対応時間内に郵便局窓口へ直接ご持参ください。） 

 

【８】就学援助について 

  札幌市では、お子様が学校で楽しく勉強できるよう、経済的な理由で学校用品や給食費などの負担が

困難な世帯に対して援助をしています。 

受けられる援助は 

・学校用品費など 

・宿泊を伴う校外活動費 

・体育実技用具（柔道着など） 

・給食費                 など 

  ＊詳細については札幌市のホームページをご覧ください。 
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【新川中学校日課】（予定） 
 

★５時間日課 〔主に金曜日〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★６時間日課〔月～木曜日など〕 

登 校 時 間    8:15～ 8:30 
登 校 時 間    8:15～ 8:30 

朝 読 書    8:35～ 8:40 
朝 読 書    8:35～ 8:40 

朝 学 活    8:40～ 8:50 
朝 学 活   8:40～ 8:50 

１ 校 時  8:55～ 9:45 
１ 校 時   8:55～ 9:45 

２ 校 時 9:55～10:45 
２ 校 時 9:55～10:45 

３ 校 時 10:55～11:45 
３ 校 時 10:55～11:45 

４ 校 時 11:55～12:45 
４ 校 時 11:55～12:45 

給 食 準 備 12:45～13:00 
給 食 準 備 12:45～13:00 

給   食 13:00～13:20 
給   食 13:00～13:20 

昼 休 み 13:20～13:40 
昼 休 み 13:20～13:40 

５ 校 時 13:45～14:35 
５ 校 時 13:45～14:35 

帰り学活 14:40～14:45 
６ 校 時 14:45～15:35 

清   掃 14:45～15:00 
帰り学活 15:40～15:45 

生徒活動時間 15:00～   
清   掃 15:45～16:00 

下 校 完 了      16:45 
生徒活動時間 16:00～   

  
下 校 完 了      16:45 

 
    
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

～小学校とはここが違う！新川中学校 日課のポイント～ 

５０分授業…小学校のときよりも、さらに集中力が必要に。 

「中休み」がない…午前中は４時間続けて授業です。 

遅い「給食」…毎日朝食をとらないと 13:00 までもちません。 

遅い「帰宅時間」…部活動は 18:30 まで活動。 
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学習について 
小学校までの学習では、担任の先生を中心に、学習の進め方や生活リズム

について丁寧な支援を受けながら学んできました。一方、中学校からは教科

担任制となり、教科数が増え、学習内容もより専門的・系統的になります。

そのため、生徒自身が「何を・いつ・どのように学ぶか」を意識し、主体的

に学習に向かう姿勢がこれまで以上に求められます。 

中学校での学習は、高校やその先の学びにつながる大切な基礎を築く時期です。最初から完璧にで

きる必要はありませんが、少しずつ自分で学習を管理する力を身に付けていくことが重要です。ご家

庭と学校が連携し、生徒一人一人の成長を支えていきたいと考えています。 

 

１ 中学校の学習の特徴 

① 教科担任制 

各教科を専門の教員が担当します。教科ごとに学習の進め方や評価の観点が異なるため、生徒には 

計画的に学習する力が求められます。 

② 学習内容の深化・系統性 

中学校の学習は、高校へとつながる基礎・基本の定着が重視されます。理解が不十分なまま進む 

と、後の学習に影響するため、日々の積み重ねが重要です。 

③ 定期テストの実施 

学期ごとに定期テストを行います。テストは学習内容の理解度を確認するとともに、計画的に学習 

する力を身に付ける機会と位置付けています。 

 

２ 日々の学習について 

① 授業を大切にする姿勢 

授業をよく聞き、積極的に発言・活動することが学力向上の基本です。ノートの取り方や話の聞き 

方についても、学校で丁寧に指導していきます。 

② 家庭学習の習慣化 

家庭学習は「復習」が中心となります。 

内容：授業の振り返り、ワーク・課題、テスト前の計画的学習 

毎日短時間でも継続することが、学力定着につながります。 

③ 提出物の大切さ 

提出物は、学習内容の理解を深めるとともに、学習に取り組む姿勢を評価する重要な資料です。期

限を守ることも社会性を育てる一環と考えています。 
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３ 学習を進めるためのアドバイス 

中学校生活をスムーズにスタートさせるために、次のような点を意識した学習

をおすすめします。 

① 「その日の授業をその日のうちに」 

学習内容は、時間が経つほど忘れやすくなります。帰宅後に 10〜15分でもよ 

いので、その日の授業を振り返る習慣を身に付けることが大切です。 

② 完璧を目指さず、まずは机に向かう 

最初から長時間の学習を求める必要はありません。「毎日決まった時間に机に向かう」ことを目標 

にし、少しずつ学習時間を伸ばしていきます。 

③ 分からないままにしない 

分からないことを放置すると、次の学習につながりません。授業後や家庭学習中に疑問が出た場合 

は、メモをしておき、翌日の授業や休み時間に質問するよう指導しています。 

④ テスト前は計画的に 

テスト直前にまとめて勉強するのではなく、事前に計画を立てて取り組むことが重要です。学校で 

も学習計画の立て方を指導します。テストの２週間前にテスト範囲表を配付します。 

 

４ ご家庭へのお願い 

• お子様の学習の様子に関心をもち、努力や成長を認めてあげてください。 

• 学習時間や生活リズムが整うよう、環境づくりへのご協力をお願いしま

す。 

• 結果だけでなく、取り組む過程を大切にした声掛けを心がけてください。 

学校と家庭が同じ方向を向いて支えることで、生徒は安心して学びに向かうこ

とができます。 

 

学習について、生徒一人一人が安心して取り組めるよう、日頃から担任や教科担任が学習面の相談

に丁寧に対応しています。「授業が分からない」「勉強の仕方が不安」など、どんな小さな悩みでも遠

慮なく相談してほしいと生徒に伝えています。ご家庭でも、お子さまが不安を感じている様子があり

ましたら、安心して学校に相談するようお声がけいただければ幸いです。 
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本校の評価・評定について 
＜評定について＞ 

各教科の評定は５段階（５・４・３・２・１）で表されます。国語、社会、数学、理科、外国語（以下、

５教科と表記します）の評定は各学期ごとに３回、音楽、美術、保体、技術･家庭（以下、実技教科と表

記します）は、９月までと学年末の前後期２回評定を出します。 

各教科の評定は、定期テストや小テストの結果だけではなく、日常のレポート、ノートやワークのまと

めの状況、課題、作品、実技、授業の取組状況など普段の学習成果と合わせて総合的に判断します。 

 評定の方法は「絶対評価（目標に準拠した評価）」です。絶対評価とは、設定されている各教科の目標

に対して、どの程度到達したかという評価です。 

各教科には３観点(知識・技能、思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度)があり、それぞれの

観点をＡ（目標に十分満足できる程度に到達している）、Ｂ（目標におおむね満足できる程度に到達して

いる）、Ｃ（目標に到達できず、努力を要する）というように「観点別評価」を行います。それらの内容

を詳細に分析・統合し、５段階に総括したものが各教科の評定となります。 

 

＜令和７年度の観点別学習状況の評価と評定の関係＞ 

観点別学習状況の評価 

 
 

各
観
点
の
評
価
を 

 
 
 
 

総
括
す
る 

評  定 

十分満足できる Ａ 

十分満足できると判断されるもののう

ち、特に程度が高いもの 
５ 

十分満足できると判断されるもの ４ 

おおむね満足できる Ｂ おおむね満足できると判断されるもの ３ 

努力を要する Ｃ 

努力を要すると判断されるもの ２ 

努力を要すると判断されるもののう

ち、一層努力を要するもの 
１ 

 

＜定期テストの取組＞ 

 中学校では、各学期に５教科の定期テストを実施しています。テストを一つの区切りとし、今までの学

習の総復習としてあらかじめ範囲表が配付され、出題されます。テスト２週間前には出題範囲が発表さ

れ、テスト計画を作成し、実践します。テスト３日前からは部活動をはじめとした放課後活動が原則停止

となります。十分な準備をして臨みましょう。ご家庭でのご指導もよろしくお願いいたします。 

 

＜令和８年度 定期テストの予定＞ ５教科で実施します。 

第１回定期テスト     6月 11日(木) 

第２回定期テスト     10月 23日(金) 

 第３回定期テスト(３年)  1月 15（金）、18日(月) 

       (１・２年)  2月 17日(水) 

※５教科：国語、社会、数学、理科、外国語(英語) 

※日程は変更になる可能性があります。 

※３学年は他に 9月、10月、11月に学力テスト（総合 A、B、C）があります。（評価・評定には関係あり 

ません。） 
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＜テストの結果について＞ 

定期テストや学力テストが終了した後、結果は「得点通知表」（個人データ）でお知らせすることにな

っています。テストを振り返り、今後の学習に生かしてほしいと思います。 

・個人データの見方 

  この個人データは、下図のような個票で、各テストの教科ごとの「得点」と５教科総合の「得点」が

示されます。 

例  第●回定期テスト  ●年●月●日実施  ○年○組○番 氏名 ◆◆ ◆◆ 

教科 国語 社会 数学 理科 外国語 合計 

得点 70 79 75 72 65 361 

 

・各テストについて 

  定期テストは、５教科（国・数・社・理・英）各 100点満点です。定期テストは学校での授業内容を

中心に出題されます。授業で学んだことをしっかりと身に付けていくことが必要になります。５教科に

おいては、定期テストが評定の資料の一つとなります。 

３年生の学力テスト（総合 A、B、C）は、公立高校の入学試験と同様に５教科で実施されます。出題

範囲は非常に広いものとなります。また、基本的な問題とともに応用力を試す問題も出題されていま

す。各教科 100点満点の計 500点満点です。 

 



新川中学校の生活について（令和７年度のものです）

令和８年（2026年）２月３日

新川中学校では、「見上げる心をもった人間を目指して」を学校教育目標として、生徒が自らの可
能性を自覚し自己実現する中で人間性を磨き、仲間との協働によって社会性を身に付け、逞しく自
分の人生を設計していくことができるよう、生徒一人一人に応じたきめ細かい支援を目指していま
す。

小学校との違いもあり、ご心配なこともあるかと思います。ご不明な点は遠慮なく学校までお問
い合わせください。

１ 登校・下校

① 玄関解錠時間は８：１５～８：３０です。８：３０には自席に着くように指導していますが、１
年生の教室は４階です。８：３０前には学校に着くようにご協力ください。８：３０に玄関を閉め
ます。それ以降に登校した場合は、インターホンを押して受付をしてもらいます。

② 欠席、あらかじめわかっている遅刻、早退の時は、保護者の方が８：１５までに学校に「すぐー
る」で連絡してください。
「すぐーる」は入学後に新たに登録していただきます。登録前は電話にてお知らせください。

③ 下校時は、活動がなければすみやかに下校するよう指導しています。学級活動、委員会活動、行
事の準備期間では１６時４５分までが活動時間です。部活動はそれ以降の活動となります。

２ 服装・上靴

① 男女とも学校指定の標準服です。
・Ⅰ型標準服 ブレザー、白ポロシャツ（紺、黒でもよい）、ニットベスト（希望者）、スラックス。

・Ⅱ型標準服 ブレザー、白ポロシャツ（紺、黒でもよい）、ニットベスト、スカートまたはスラ
ックス。スカート丈は「膝が隠れる長さ」としております。

・体育の授業のある日、および教科で特別に指示のある日はジャージ登校です。
※ 体育の授業や教科の指示とは別に、夏季の一定時期、暑熱対策として体育着での登校を認める

期間を設定しています。

・暑い時期など、ブレザーの着脱は自分で判断します。名札は付け替えます。

・名札は入学してから渡します。（名札の表記字体は「入学通知書」と同じ、または小学校からの連
絡による字体で作成します。それ以外の字体をご希望の場合はご連絡ください。）
２学期以降は一部教科を除き、名札の着用は自由です。

・かばんや登下校時の外着（コート類）は自由です。冬期に外着（コート類）を着て授業を受ける
ことはできません。寒い場合は、標準服、体育着のそれぞれで防寒着を認めています。

・上靴は、指定運動靴です。（新入生は青のラインです。）外靴は自由ですが、外で体育のある時は
運動靴を履かせてください。冬季間の外靴は、靴箱に入る大きさのものにしてください。

② 標準服、体育衣料取扱店

学生服のタナカ イオン札幌西町店（西区西町南６丁目1-1イオン札幌西町２F ℡011-215-8265）
新琴似四番通り店（北区新琴似８条12丁目1-5 ℡011-769-6681）

学生服の赤塚 宮の沢店（西区宮の沢1条1丁目6-1 ℡011-662-0440）
北雄ラッキー新琴似四番通店（北区新琴似８条10丁目）（℡011-769-7777）

洋服の青山 札幌新琴似店（北区新琴似８条11丁目1-7 ℡011-766-6506）

スクールショップ プラザA札幌店（西区八軒６条西９丁目1-7 ℡011-622-3450）

※各店からの案内が小学校を通じてされています。受付期間（採寸予約）は１月中だと思います。
準備はお済みでしょうか。



３ 頭 髪
① 整髪料、ワックス等の使用による極端な加工、染色、脱色等は禁止です。また装飾要素のあるピ

ン等も使えません。

② 長い場合は、ゴムで結びます。（実用的なもの）体育や各教科、給食、部活動等で髪をしばる指
示をする場合があります。

③ ピアス（シリコン等も含む）は禁止です。改善してから教室に入るよう指導します。
※４月１日新入学受付の日にお子様とお会いします。そのままでは入学式への参加が難しい場合
は、お子様に声をかけます。ご理解ください。

４ 所持品

① スマホの持ち込みはできません。申し出なく持ってきた場合は担任が預かって、保護者の方にご
来校いただいてお返しします。特別な事情がある場合は、担任に事前に申し出てください。

② 授業や諸活動に使う物以外はすべて持ち込み禁止です。ただし、昼休みのトランプ（含むウノ）
は認めています。カッター等も特に指示がある場合以外は持ち込み禁止です。

③ 翌日以降の授業に向け「教科連絡」をしています。各教科担任が教科係に指示しますが、提出物
等と合わせて忘れ物のないようご家庭でも一声かけていただければと思います。生徒の負担軽減に
向けて一部の授業道具の学校保管が可能です。

校外生活のめやす
児童、生徒の健全育成のための活動を行っている「札幌市学校教護協会」が指針として発行しているもの

を基準に作成しています。（長期休業前にも「校外生活の心得」を出して指導しています。）

１．外 出 ・友人同士または個人での外出時の帰宅時間は午後７時とする。
・身分証明書を携帯する。

２．映画などの鑑賞 ・できる限り保護者またはこれに準ずる者の同伴が望ましい。

３．遊戯施設 ・ゲーム専門店および大人の遊戯場への出入りを禁止する。
・カラオケボックスは保護者またはこれに準ずる者の同伴とする。
・ゲームコーナーの利用（午後６時まで）は、保護者またはこれに準ず

る者の同伴が望ましい。

４．遊び・交友 ・プール、スキー、スノーボードは、一人で行かず複数で行くようにする。
・登山、キャンプ、海水浴、ゲレンデ外スキー、午後７時を過ぎるナイタ

ースキー等については、保護者またはこれに準ずる者の同伴とする。
・家族、親類以外のところへの外泊は禁止する。

※これに準ずる者とは、保護者の認めた責任のもてる成人を指します。

お願いです

最近の中学校、高等学校で最も多い問題事例は、ＳＮＳトラブルです。大別すると以下の４つです。

１ 心のうちを話した結果、それが他者に知られてのトラブル。（誹謗中傷に発展しやすく最も多い）
個人情報を投稿して、周囲からの評価を求める行為。（望まない反応が返ってくることが多い）

２ グループ内でのウケを狙った画像、動画の撮影、編集、加工やそれに伴うネットいじめ。肖像権の
侵害や名誉毀損に抵触しかねない場合があります。

３ 相手への配慮を欠いた度を超えたＳＮＳ発信、データ送信、「病みアピ」等の行為。意図的ななりす
まし行為。

4 有害なサイトに接続して、不適切な行動が誘発される事例。（最も危険が及ぶ）

学校での不適切な使用を除けば、送信、やり取りはすべて学校外で行われています。スマホ使用のル
ールづくりなど、ご家庭での見守りをお願いします。
学校では外部から講師を招いての指導もしていますが、我々だけの指導には限界があります。学校と

ご家庭で協力して、ネットモラルを身に付けさせたいと思います。



本校の部活動 

部活動の意義、教育的側面 

 部活動は目標に向けて努力する活動です。時には技術の向上で壁にあたったり、学習との両立や人
間関係など悩んだりすることもあるでしょう。しかし、それを乗り越えようとする中で意志の強さを
身に付け、努力の成果がその子を様々な面で成長させると思います。同じ目標を目指す者として、か
けがえのない友人や思い出を得ることもできるでしょう。また部活動は、先輩、後輩がいる縦の集団
でもあります。それぞれの義務や責任を果たす中で、学級とは違う成長が期待できる機会でもありま
す。活動を通して、子どもたちの望ましい成長や人格形成に寄与することが本校部活動の目的です。 

 

本校の様子 

 学校では、「部活動を通して生徒を育てる」ことにも重点を置いています。それぞれの部では、指
導者が技術の向上と同時に、人間的にも成長した姿を見ることを楽しみに取り組んでいます。  

  

入部に際して 

  やりたい部に入部するのが基本ですが、それだけで判断せず、自分に合った部を選んでほしいもの
です。部の運営は指導者の方針によります。部の指導者には教師としての、外部指導者の方にはそれ
ぞれの仕事がありますので、活動の程度や成績的な目標は部によって違います。意欲的な活動の継続
という点からも、自分に合う部を選ぶことは大切です。 

１年生には、各部の紹介をする場面をできるだけ多く用意しています。ご家庭でお子様にあった部
を相談していただきたいと思います。（新入生歓迎会での部活動紹介、紹介プリント、体験・見学等） 

 

お願いです 

 各部紹介プリントでは、経費を含めた各部ごとの活動の実際をお知らせします。活動内容を十分ご
理解の上お子様を入部させてください。我々教師の側と、保護者の側、お互いに協力し合って活動を
支えていけるよう、ご協力いただければと思います。 
  また本校は比較的小規模校です。部員数の減少、教員の転勤等によって指導者が 1 人で指導する等、
難しい活動状況になる可能性もあり得ます。ご承知おきください。 

 

校外スポーツクラブとの関連について 

 札幌市中学校体育連盟（中体連）が実施する大会については、校外スポーツクラブからの出場と、
当該クラブコーチの引率指導が可能です。また、中体連全道以上の大会に進出した場合の補助につい
ても、札幌市から学校所属選手と同様の補助が受けられるようになっています。 

 学校部活は前述のように「健全な社会人としての資質の育成」を目標にしています。それ以上の成
果を目指す場合、また活動内容、大会参加基準等についてご希望がある場合は、学校部活には所属せ
ず、校外スポーツクラブから出場するという判断もあると思います。 

なお、校外スポーツクラブから中体連等の大会に出場する場合や（種目が異なっていても）、校外
スポーツクラブの練習や大会を優先して活動する場合には、原則として本校部活動への入部をご遠慮
いただいております。（サッカークラブチーム所属の女子を除く） 

 

学習成績との関連について 

  １年生にとっては、学校に通うことはとても疲れることです。さらに放課後の部活動までとなると、
家に着いたら疲れ切って寝るだけの生活になるかもしれません。しかし、時間があればあるだけゲー
ムやスマホをしたりして、何もせず無目的に過ごすこともあるでしょう。 
 苦労しながら自分なりのスタイルを模索し、効率のよい学習方法を確立して成果を上げている生徒
もたくさんいます。部活動は生徒を様々な面で成長させます。部活動への参加で自己マネジメント力
がつき、結果的に学習効果も上がるということもよく見られます。   
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文化体育振興会 

１ 部活の運営方法について 

趣旨に賛同した保護者および教職員で文化体育振興会を組織し、運営しています。したがって学校
の教育活動と密接なつながりをもちながらも、独立した組織として部活動が行われています。          
 運営には指導者の側と、保護者の皆様との信頼関係が欠かせません。日々の指導は、教職員・外部
指導者の方々が行います。各部活動内容の情報提供に努めますので、保護者の皆様には内容をよく御
理解いただき、十分御了承の上で御参加ください。また、必要な経費の負担の他、お子様が充実した
活動ができますよう入部した部へのご理解、ご支援をよろしくお願いします。 

２ 経費について 

① 会  費 常設部活動 ５，０００円 
        特別部活動 ３，０００円 
 
※本校に常設部として設置されていない競技で、中体連主催大会に所属クラブではなく新川中生徒
として参加する場合は、特別部活動として入会することで、引率者を配置し、大会参加料の他、
全道、全国大会に出場時の遠征費を規定により補助します。 

② 賛助会費 任意の寄付金です。大会遠征費や各部の備品等の財源とさせていただきます。 

③ 部ごとの必要経費 各部ごとに大会参加費、個人のユニフォーム、協会登録料、必要な用具、
部費など必要な経費がかかります。４月募集の段階で経費を含めて各部の紹介をします。詳し
くはそちらをご覧ください。 

３ 役員 

 ＰТＡ役員の方々が兼任しています。学校からは教頭が副会長に就任している他、事務局に教師が
入っています。 

４ 現在活動中の常設部 

  男女バスケットボール、男女バドミントン、男子バレーボール、男女卓球、サッカー（男女）、合
唱（男女）、美術（男女） 
 ※部の設置には、継続して活動に責任を負う指導者の先生がいることが第一条件です。転勤等によ
り、部が設置されない場合もあります。また、安全な活動に向け、募集人数を制限する場合もあり
得ますのでご了承ください。なお、本会と校外スポーツクラブとの同時参加はできません。 

５ 活動可能時間 

  平日 清掃終了後～１８：３０ （他に活動がない場合） 
休日 各部の実状に応じて設定。（体育館は２～３交代の割当制）大会を除いた土日は、各      

部ごとにどちらか 1 日は休み。 
  長期休業日 各部ごとに決定。すべての部が活動を設定しない日が何日かあります。 
  その他早朝練習（７：１５～８：１５）が実施される場合もあります。 
平日の活動については、学級活動、委員会活動等（最大１６時４５分）を終えてからの活動です。

（それらの活動がない場合は、すぐに活動を始められます。）各部ごとに週休日が最低 1 日あります。 
 また、午前授業、会議、懇談会などで完全下校の場合等は１５：３０または１６：３０のいずれ
かの時間に再登校しての活動です。（大会実施を除いた、土日を含めた 1 週間での最大活動日数は
５日です。）  

６ 服装 

 原則として活動は標準服、体育時のジャージです。また、その競技固有のユニフォーム、防寒用の
ジャンパー、ウインドブレーカー等の着用は指導者の判断によります。 

７ 転部、休部 

 １年生は入部してみて適性に気付くこともあるでしょうから、年度途中の転部を認めています。た
だし「粘り強さ」を育てる部活の趣旨から、慎重な判断が望まれます。また、生活上問題が発生した
場合は、その部と事務局で判断し、必要な措置をとることがあります。ご承知おきください。 
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中学校生活を健康に過ごすために  
新川中学校  保健室  

中学生は身体が大きく成長する「成長期 」であり、心が大きく成長し始める「思春期 」で

もあります。そのため身体の成長に心が追いつかず、不安定になりやすい時期です。中学生

の子どもたちが心身ともに健康に生活するためには、十分な睡眠や規則正しい食生活など

基本的な生活リズムを安定させることがとても大切です。  

特に現代の子どもたちは、家に帰ってからも SNS 等で人とつながることのできる環境にあ

ります。人とつながっていられることによるメリットもありますが、保健室で話を聞いていると、ス

マートフォン等の電子機器を過剰に使ってしまうことによるデメリットを感じながらもやめられな

い実態があることを強く感じます。中学校入学前に、子どもが健康に過ごせるような電子機

器の使い方についてルールづくりをお願いしたいと思います。  

 

 

毎日の学校生活を支えているのは、お子様自身の健康です。そのために学校では、

毎年新学期に、定期健康診断を行います。検診の内容は、学年により異なります。詳細

につきましては、「ほけんだより」等で、随時お知らせいたします。  

※１年生の検診・検査項目  

身長・体重・視力検査・聴力検査・尿検査 ・結核検診  

心臓検診・内科検診・運動器検診・歯科検診・耳鼻科検診・眼科検診    

（希望者に色覚検査）  

 

 

現在治療中 、経過観察中の持病又は、アレルギー（主に給食に関する食品）などのために、

学校での配慮が必要な場合や心配なことがありましたら、本校（養護教諭  城：762-7991）ま

でご連絡ください。食物アレルギーについては、小学校で配付される「学校給食における食物ア

レルギー調査」に、お子様の状態をご記入ください。この調査は中学校に引き継がれます。  

食物アレルギーが理由で、学校給食において「除去食」や「代替食」を必要とされる場合は、

「学校生活管理指導表」が必要となりますのでご承知おきください。  

また、アナフィラキシーやエピペンの所持があるお子様につきましては、お早めに本校（教頭）ま

でご連絡ください。アレルギー対応に、ご理解とご協力をお願いいたします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お子様の症状について、応急的な処置をします。原則として、薬を飲ませることはありません。

体調を崩して早退が必要な場合や、けがの程度により病院での診察を必要と思われる場合に

は、保護者の方と連絡をとり対応することが原則となります。状況によっては、勤務先に連絡させ

ていただくこともありますので、ご承知おきください。（緊急時の連絡先は、できる限り 2 か所以上

＜  「健康調査」等の記入のお願い  ＞  

４月１日入学受付にて次の書類を配布いたします。  

①健康カード  ②保健関係提出物【健康調査票・結核検診問診票・心音心電図事前

問診票・日本スポーツ振興センター（災害救済制度）加入用紙・色覚検査申込書を保

ホチキス留めにしてお渡しします】  

 

お子さんの健康の様子を記入されまして、入学式（令和８年４月９日）に、ご提出ください。  

※食物アレルギーについて詳細をお尋ねする場合があります。  

１．健康診断について  

 

２．持病・アレルギー等について  

 

３．学校での救急処置について  
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のご記入をお願いします。）早退の場合 、保護者の方と連絡がとれ、本人が徒歩で帰宅ができ

る場合は、お子様のみで帰宅させることもあります。その場合は自宅に着いたことを学校に電話

連絡してもらい、確認する形をとらせていただいています。  

＜独立行政法人日本スポーツ振興センター（災害共済制度）加入について＞  

学校の管理下（登下校を含む）における災害に対し，必要な給付をおこなう互助共済制度

です。市内の学校では，全員加入をお願いしています。趣旨をご理解のうえ，ご加入ください。  

 

 

 

学校感染症の出席停止は、感染症の流行の予防と治療に専念していただくための措置で、

学校長の指示により、医師の許可がでるまで学校をお休みしていただきます。出席停止の期間

は欠席にはなりません。下記の感染症にかかった場合は、医師の診断をうけ、学校へご連絡くだ

さい。  

参考：札幌市の出席停止期間の基準                   

 
病名  出席停止期間  

病気の特徴  

潜伏期間  合併症  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
２
種
の
感
染
症 

インフルエンザ  
発症後 5 日を経過し、かつ解熱し

た後２日を経過するまで  
１～４日  肺炎  

百日咳  特有の咳が消失するまで  ５～２１日  
肺 炎 ， 中 耳

炎 ，脳症  

麻しん（はしか）  解熱した後３日を経過するまで  ７～１８日  
肺 炎 ， 中 耳

炎 ，脳症  

流行性耳下腺炎  

（おたふくかぜ）  
耳下腺の腫脹が消失するまで  １２～２５日  

髄 膜 炎 ， 睾

丸 炎 ， 卵 巣

炎 ，すい臓炎  

風疹（三日はしか）  発疹が消失するまで  １４～２３日  
関 節 炎 ， 脳

炎 ，紫斑病  

水痘（みずぼうそう）  発疹が痂皮化するまで  １０～２１日  肺炎 ，脳炎  

咽頭結膜熱（プール熱）  
主 要 症 状 がなくなった後 ２日 を経

過するまで  
２～１４日   

結核  
感染のおそれがないと認めるまで  

2 年以内  髄膜炎  

髄膜炎菌性髄膜炎  １～１０日  難聴 ，まひ  

新型コロナウイルス  
発症後 ５日を経過し、かつ、症状が

軽快した後 １日を経過するまで  
２～７日  肺炎  

 
 

第
３
種
の
感
染
症 

腸管出血性大腸菌感染症  

 

感染のおそれがないと認めるまで  

 

1 0 時 間 ～ ６日  
溶 血 性 尿 毒

症候群 ，脳 症  

流行性角結膜炎  ２～１４日   

急性出血性結膜炎  １～３日   

コレラ  数 時 間 ～５日   

腸チフス・パラチフス  ３～６０日   

細菌性赤痢  １～７日   

他
の
伝
染
病

（
札
幌
市
） 

溶連菌感染症  
抗生剤投与 １～３日後 （主要症状

が消失するまで）  
２～５日  

腎 炎 ， 中 耳

炎 ， リ ウ マ チ

熱  

手足口病  
全 身状 態が悪 い期間 （全 身 状 態

がよければ登校可）  
３～６日  

ま れ に 髄 膜

炎  

ヘルパンギーナ  （全身状態がよければ登校可）  ３～６日  脱水症状  

 

４．感染症の予防と「出席停止」について  
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PTA活動について 
 

 

１ PTAについて 

本校の PTA は、保護者と教職員が協力し、子どもたちのよりよい学校生活を支えるた

めの組織です。主な活動としては、学校行事の支援や生徒の健全育成、文化活動などが

あります。無理のない範囲で参加していただくことを大切にしており、できる人が、で

きる時に、できることを行えるように運営をしております。保護者同士や学校とのつな

がりを深める良い機会にもなりますので、ぜひご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 

２ 主な活動について 

 

 

学級代表 
〇学級・学年の親睦や交流 

〇校区外における生徒の健全育成 

≪前年度の活動≫ 

・学級懇親会、学年懇親会等の企画・運営 

・運営委員会参加 年４回（約１時間程度） 

 

 

 

文化委員 
〇文化活動および校内の教育的環境整

備に関する企画と推進 

≪前年度の活動≫ 

・プランターの整備・水やり 

・運営委員会参加 年４回（約１時間程度） 

※部長・副部長のみ 

 

 



○申込書は「自動払込利用申込書」「自動払込利用申込書（お客様控え)」の２枚１組

（２枚複写）になっております。

○２枚１組のまま、

　①通帳貯金口座のおところ・電話番号（市外局番から）

　②お名前（フリガナ）　　　　　　　　　　　　　　　

　③通帳記号通帳番号

○１枚目の「自動払込利用申込書」の印鑑欄に押印してください。通帳の印鑑と「自動払

　込利用申込書」の印鑑は同一にしてください。※１

　「お届け印」の間違いにより申込できないことがありますのでご注意ください。

○ご契約者欄には、必ず出身小学校、生徒氏名を記入してください。※２

○記入後、最寄りの郵便局に２枚ともご提出ください。

自動払込利用申込書の記入の仕方

記入してください
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○○○ ○○○○

札幌市北区○○○○○ ※通帳に届けた住所

お届

け印
× × × △ △ △ △

札幌市立新川中学校

①

✓ 学校諸費

２７

出身小学校とお子様のお名前

２枚目

１枚目

※２

※１

△ △ △ △

※生徒・保護者どちらの名義でも可

０２７８０－３－１０３９４６

○○○小 新川 太郎

②

③














